
金
調
停
古
蹟
志
巻
叶

。
浅
野
吹
屋
町
鋳
浩
場

世
人
洩
野
町
吹
屋
と
呼
べ
り
。
改
作
所
奮
記
・
年
代
摘
要
に
、
享
保
十

四
年
九
月
鵠
野
村
荷
地
釜
屋
調
吉
儀
、
町
奉
行
支
配
に
相
成
皆
書
簡

あ
れ
ば
、
そ
の
さ
き
浅
野
村
の
地
に
て
、
都
事
行
の
支
配
所
た
り
。

伎
の
停
設
に
云
ふ
。
む
か
し
は
浅
野
村
の
回
圏
中
に
錫
議
場
あ
り

て
、
民
普
寺
よ
り
此
方
に
は
家
屋
も
た
く
、
町
端
よ
り
遺
に
隔
り
し

か
芝
、
遁
々
.
家
屋
を
建
庚
め
、
迭
に
中
鳩
町
と
し
て
連
携
す
と
い
ひ

停
へ
た
り
。

O
幾
野
鋳
物
師
侮

停
記
に
一
冨
ふ
。
鋳
物
師
開
業
の
義
組
天
明
園
家
が
一
族
、
河
内
園
丹

南
部
狭
山
郷
大
保
村
氏
居
住
し
、
創
め
て
治
鋭
を
業
と
す
。
近
衛
院

天
皇
の
御
代
仁
平
年
聞
に
、
百
八
の
鋳
物
灯
舗
を
吹
立
て
禁
廷
へ
調

進
す
。
共
時
の
御
事
を
ぽ
御
吉
例
と
注
し
、
永
世
御
即
位
等
御
大
砲

の
節
鎖
灯
錨
の
鯛
畿
は
‘
都
て
天
明
国
家
の
孫
虚
聞
に
宣
下
あ
り
て
命

ぜ
ら
れ
、
且
治
工
輪
次
年
頭
・
八
朔
に
銭
灯
舗
を
貢
献
す
る
を
恒
例

と
た
し
た
り
。
後
陀
一
後
花
園
院
天
皇
の
御
代
寅
徳
年
問
、
備
中
国
演

口
郡
武
村
に
移
住
す
。
武
村
の
邸
地
に
森
あ
り
。
故
に
時
の
人
森
の

鋳
物
師
と
呼
べ
り
。
共
の
後
十
八
世
の
組
正
親
町
院
天
皇
の
御
世
永

加
賀
園
金
津
町
鋳
物
師

武

村

摘

。

吉

按
守
る
に
、
金
海
市
中
に
醤
藩
園
初
以
来
鋳
物
師
E
も
と
L
か
し
と

に
居
住
し
、
鋳
議
場
を
置
け
り
。
共
の
遺
践
と
て
、
今
摩
川
小
橋
の

高
た
る
坂
路
を
ぽ
吹
屋
坂
と
呼
ぴ
、
ま
た
岡
町
議
に
吹
屋
町
の
名
あ

り
。
共
の
外
白
髭
前
に
釜
師
寒
雑
等
居
た
り
し
か

E
、
後
遺
々
零
落

し
、
或
は
断
絶
し
て
、
今
は
野
町
吹
屋
・
洩
野
町
吹
屋
と
て
、
雨
所
の

鋳
物
師
の
み
連
綿
と
し
て
繁
昌
す
。
故
に
今
は
世
人
も
、
錦
浩
場
は

古
来
此
の
雨
所
の
み
左
り
と
し
、
従
前
所
々
に
居
た
り
し
事
を
知
ら

宇
と
ぞ
。 明

治
十
一
年
十
月
一
日

O
浅
野
非
人
町

此
の
地
は
、
奮
藩
中
は
非
人
頭
弁
札
持
非
人
共
の
居
住
所
也
。
故
に

非
人
町
と
呼
べ
り
。
元
緑
四
年
二
月
非
人
頭
共
の
寄
付
に
、
承
服
元

年
石
川
郡
中
村
領
・
加
賀
郡
洩
野
中
嶋
村
領
雨
所
K
.
居
屋
敷
被
'
震
v

懸
n
御
意
-
頂
戴
仕
。
と
あ
り
て
、
利
常
卿
の
時
此
の
地
位
居
住
を
被
v

命
た
り
。
然
る
に
明
治
四
年
八
月
廿
八
日
の
太
政
官
布
告
に
依
り

て
、
非
人
の
名
稀
を
慶
し
‘
更
に
此
の
地
を
浅
野
新
町
と
銃
し
、
金

津
市
中
へ
属
せ
し
め
ら
れ
た
り
。

金
滞
古
蹟
志
巻
叶
一

四
O 

総
年
聞
に
、
居
を
近
江
園
栗
太
郡
辻
村
に
縛
じ
‘
隠
代
武
村
踊
吉
と
一

稀
せ
り
o
寛
永
年
中
支
底
を
加
賀
国
金
揮
に
置
き
、
高
治
元
年
に
絡

を
金
揮
に
移
し
、
夫
よ
り
十
一
世
連
綿
、
世
々
冶
鱒
を
業
と
し
、
鹿

廊
の
末
年
に
至
る
ま
で
恒
例
の
鱗
灯
飽
を
献
納
せ
し
か
ど
、
明
治
維

新
の
時
よ
り
慶
止
せ
ら
れ
た
り
。
明
治
十
一
年
北
陸
御
巡
幸
の
際
.

往
古
以
来
の
御
茶
例
に
の
り
て
、
新
に
鍛
灯
絡
を
製
鑑
し
て
、
仁
平

以
来
の
御
吉
例
の
来
躍
を
害
認
め
、
之
を
添
へ
て
天
覧
に
供
す
。
共

の
文
に
云
ふ
。

鋭

物

鍛

燈

姐

劉

右
は
昔
時
‘
給
旨
葬
戴
之
鋳
物
師
粥
吉
等
、
各
地
居
住
之
者
相
同

じ
‘
毎
年
間
度
宛
限
呑
を
以

τ、
幾
多
の
年
間
献
納
仕
候
底
、
御
維

新
之
際
よ
り
自
然
と
相
止
候
。
伏
し
て
惟
る
に
、
仁
平
年
間
百
八
の
鋳

物
灯
姐
を
禁
苑
に
掲
げ
さ
せ
ら
れ
、
共
御
吉
例
を
以
て
幾
世
幾
年
鋳

物
調
進
勅
役
相
勤
、
同
職
の
者
漸
次
繁
盛
、
引
き
て
今
日
に
至
る
ま

で
永
綾
職
業
を
全
う
す
。
難
v
有
も
朝
思
を
荷
ふ
の
久
し
き
悦
び
に
堪

へ
宇
。
遺
回
新
に
奮
像
の
献
燈
櫨
を
銭
立
て
、
結
臨
み
て
天
覧
に
事
v
供

度
、
御
採
血
中
相
成
候
は
営
、
子
孫
永
々
-
家
業
を
守
り
、
更
に
一
居
の

柴
を
加
へ
ん
と
、
恐
悔
再
拝
謹
言
。

。
非
人
頭
並
札
持
非
人
来
歴

町
合
所
留
記
に
載
せ
た
る
、
文
政
七
年
五
月
異
種
徒
取
調
方
に
付
藤

内
頭
三
右
衛
門
・
仁
誠
連
名
寄
付
に
、
非
人
頭
与
申
は
1

御
賞
所
に
七

人
罷
在
、
身
分
の
本
名
は
非
人
民

τ
、
御
嘗
地
門
下
・
橋
下
等
に
乞
食

病
死
仕
候
へ
ば
、
死
骸
取
ま
た
じ
仕
。
依
而
御
武
士
衆
・
町
方
等
御
吉

事
有
v
之
悶
は
、
非
人
頭
与
相
唱
へ
、
御
籾
に
罷
出
、
鳥
目
等
申
請
候
0

.
乞
食
と
申
は
本
名
非
人
に
而
、
町
家
等
へ
乞
食
に
罷
出
候
時
之
名
目

に
御
座
候
。
但
非
人
頭
御
郡
方
へ
勧
進
方
陀
罷
出
候
悶
は
、
ヨ
カ
レ

左
衛
門
与
相
唱
へ
候
。
非
人
頭
は
藤
内
頭
裁
許
仕
。
と
あ
り
。
元
総

四
年
二
月
非
人
頭
勤
向
の
儀
に
付
き
、
浅
野
中
嶋
村
・
笠
舞
村
雨
所

非
人
頭
共
の
連
名
寄
付
は
、
巻
廿
一
仁
磁
三
右
衛
門
来
躍
の
僚
に
載

せ
た
り
。

前
記
笠
舞
村
・
潰
野
中
嶋
村
岡
所
非
人
頭
共
の
書
付
の
如
く
、
麓
国
務
三

世
中
納
言
利
常
卿
の
時
、
承
膝
元
年
藤
内
頭
三
右
衛
門
・
仁
磁
雨
入

へ
被
v
命
、
非
人
共
の
内
人
撲
を
以
‘
初
て
非
人
頭
を
相
立
て
、
石
川

郡
中
村
・
加
賀
郡
滋
野
中
嶋
村
雨
所
地
内
に
於
て
居
屋
敷
を
賜
は
り
、

金
津
市
中
非
人
乞
食
の
縮
り
を
命
ぜ
ら
れ
、
後
元
勝
三
年
金
滞
大
火

の
翌
四
年
二
月
、
公
事
場
よ
り
の
申
渡
に
付
き
、
非
人
乞
食
共
に
印

四




